
ノラネコに関するＱ＆A

NO Question Answer

1
奄美大島に何頭のノラネ
コが生息していますか？

　５市町村で簡易的な調査を行った結果、平成27年度において約5,000頭～10,000頭と
推定しています。
　令和元年度より本格的にモニタリングを実施しています。

2
奄美大島でＴＮＲは行っ
ていますか？

　平成25年度以降、奄美大島５市町村の各自治体で行っています。
　令和元年度からは奄美大島５市町村統一で、モニタリングも含め実施しています。

※｢ＴＮＲ｣
　ノラネコを捕獲し、不妊又は去勢手術を行ない、元の場所へ戻す活動。ノラネコがこ
れ以上繁殖せず、長い期間をかけて総数を減らしていくことが目的。また、ケンカや繁
殖時の鳴き声等も減ることも期待される。

3
奄美大島はノラネコを駆
除していると聞きました
が、本当ですか。

　奄美大島ではノラネコの駆除はしていません。
　ノラネコに関しては、公衆衛生上の問題、ノネコの発生源対策の観点から、みだりな
えさやりを禁止する看板設置やチラシの配布等の啓発活動、ＴＮＲを行っています。

4

 公衆衛生の問題で困っ
ていても、ノラネコは手
術後また元の場所に戻す
と聞きましたが、なぜで
すか。

　ノラネコを捕獲し、不妊又は去勢手術後、捕獲場所以外の場所へ放すことは｢動物の
愛護及び管理に関する法律｣の｢遺棄｣に当たる場合があると認識しています。
　また、どこの地域でも同じようにお困りの方が多くいますので、捕獲場所以外への放
逐はその地域の方の迷惑になります。
　元の場所に戻すＴＮＲは、公衆衛生の問題をすぐに解決するものではありませんが、
少しずつでも総数を減らしていき、解決につながればと考えています。

※｢遺棄｣
　危険な場所に連れて行って置き去りにすること、捨てること。また、場所自体に危険
性のある場所でないとしても、その動物がその環境において自活できないと思われる場
所に置き去りにし、あるいは捨てることは、その動物を｢遺棄｣したことになる。
（参照：｢動物愛護法入門｣　発行　民事法研究会）

5

 奄美大島では、｢飼い猫
の適正な飼養及び管理に
関する条例」によりノラ
ネコへの餌やりを禁止し
ていると聞きましたが本
当ですか。

　奄美大島５市町村には「飼い猫の適正な飼養及び管理に関する条例」（以下、｢飼い
猫条例｣という。）があり、条例において「奄美市内で飼い猫以外へのみだりな餌やり
をしてはいけない」と定めております。これは、みだりに餌やりを行うことが、ノラネ
コの個体数の増加、近隣の方への公衆衛生被害につながるからです。
　市民の皆さんには、飼い猫は、完全室内飼育をし、家の中で餌を与えるようにお願い
をしています。

6
 みだりな餌やりとは何
ですか。

　みだりな餌やりとは、飼い猫以外のネコに勝手に餌付けすることで、ノラネコの数を
増やしたり、近隣住民への公衆衛生上の問題を引き起こす原因と考えられるものです。



7
 奄美大島ではどのよう
な猫を飼い猫、ノラネコ
というのですか。

　飼い猫は、飼い主が所有し、又は飼養及び管理しているねこのことです。（｢飼い猫
条例｣より）それ以外に関しては、飼い猫ではないネコとして解釈しています。また，
集落付近にいるが飼い主がいない猫をノラネコとしています。

8

 飼い猫条例でマイクロ
チップを義務化していま
すが、なぜですか。家か
ら出ない猫もしなければ
ならないですか。

　
　完全に室内で飼っている猫でも、事故や災害時に脱走してしまったり、屋外に出てし
まうことがあり、場合によっては、ノラネコやノネコの捕獲機に入り、捕獲されてしま
うことがあるかもしれません。
　そのような場合に、マイクロチップが装着されていることで、飼い主が分かり、家へ
帰ることができます。
　奄美大島では、ＴＮＲ事業ではノラネコの捕獲、ノネコ管理計画ではノネコの捕獲を
行っています。また、災害も多くあります。
　多くの飼い猫が万が一何かあっても、また飼い主の元へ戻ることができるようにマイ
クロチップの装着を義務化していますので、ご理解ご協力をお願いします。

9
 保護猫やノラネコに関
する助成金はあります
か。

　保護猫やノラネコに関しては、行政で助成は行っていません。
　ノラネコに関しては、ＴＮＲを行っていますので、各市町村へご相談ください。

10
 行政でノラネコの引き
取りは行っていますか。

　ノラネコの引取りは原則行っていません。

11

 ネコを飼いたいのです
が、奄美大島では、ノラ
ネコの譲渡事業を行って
いるのですか。

　行政としてノラネコの譲渡事業は行っていません。
　島内のボランティアの方々で譲渡を行っている方がいます。
　猫を飼いたいと希望される方は、下記へお問い合わせください。

●奄美猫部　　　　　　　　https://www.amami-nekobu.com

●奄美いんまや動物病院　　https://inmayaanimalhospital.amamin.jp

●ゆいの島動物病院　　　　病院の入り口等へ案内が掲載している場合があり
　　　　　　　　　　　　　ます。直接確認をしに行くようお願いします。



飼い猫に関するＱ＆A　

No Question Answer

1
 奄美大島で猫を飼うため
に必ずしなければならな
いことは何ですか。

　奄美大島でネコを飼うためには、条例に基づき必ず次の３つのことを行う必要
があります。
①飼い猫登録（登録費用　\500）
　各市町村役場で行います。
②不妊又は去勢手術（やむを得ず屋外に出す場合は義務）
③マイクロチップの装着

2
 行政で飼い猫の引き取り
は行っていますか。

　飼い猫の場合は、やむを得ない事情により保健所が引取りを行うことはありま
すが、原則引取りは行っていません。
　もし飼うことが困難になった場合は、まずは、新しく飼える方を自身で探すよ
うにお願いします。
　また、これから飼われることを考えている方は、最後まで責任を持って飼うこ
とができること、何かあった場合に頼める方がいること等をしっかり考えてから
飼うようにお願いします。

3
 飼い猫に関する助成金等
はありますか。

　奄美大島では、飼い猫の不妊又は去勢手術及びマイクロチップの装着費用の一
部助成を行っています。（各市町村にお住まいで、税金の滞納がない方に限る）
　詳しくは各市町村へお問い合わせしていただくか、各市町村のホームページを
ご覧ください。

4
 奄美大島では、飼い猫の
飼育頭数は決まっていま
すか。

　原則、一家庭で飼育できるネコは４匹までとなっています。
　もし５匹以上飼育をされる場合は、各市町村の許可が必要になります。
　詳しくは、各市町村へお問い合わせください。

5
奄美大島での飼い猫のマ
イクロチップ装着率を教
えてください。

奄美大島５市町村のマイクロチップ装着率は、2020年３月末時点で34.09％と
なっています。

6
奄美大島での飼い猫の不
妊去勢手術実施率を教え
てください。

奄美大島５市町村の不妊去勢手術実施率は、2020年３月末時点で52.43％となっ
ています。


